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1. はじめに 

近年、多種多様な膨大な量の情報を集約し組

み合わせて分析することで、データに新しい価

値を見出す試みが様々な分野で行われている。 

[1]例えば、「気温」であれば測定値と測定位置

とを関連付けて初めて、有効な情報となりうる。

また、「災害時の避難場所」は、個々の災害や

避難する人ごとに異なる可能性がある。このよ

うに、相互に関連付けることが必要となる情報

には、その関連付けが固定的ではなく、時間の

経過や、利用する立場によって情報間の関連性

やデータ自体が変化するものが存在する。これ

らの情報の関連付けをデータ提供者や利用者が

行うのはそれぞれの負担が大きい。データその

ものや参照情報などを基に、ネットワーク上で

(network-centric) 動的にデータの組合せを変え

ながら情報利用者に届けることが望ましい。 

本研究では、データとデータ、データと情報

の動的な関連付けとその結果の伝送制御を支援

する情報基盤を検討した。 

 

2. 提案手法 

Semantic Webなどは、適切なタグをコンテン

ツにつけることで、コンピュータによる自動的

な情報の収集や分析を支援することができる [2]。 

それぞれのタグの項目はオントロジーで関連付

けられている。タグ付けを情報の管理者が手作

業で行おうとすると、網羅的でなかったり内容

が不適切であったりする恐れがある。また、オ

ントロジーを適切に更新するためにはコストが

かかるため、関連付けを支援する仕組みが同様

に必要となる。関連性は固定的であるとは限ら

ないため、動的な関連付けを自動で行えるよう

な仕組みが必要である。また、関連付けの際に、

関係性の記述方法や保存形式を工夫しないとそ

の量が膨大なものになる可能性がある。 [3] 

 

 

 

 

 

 

これらを踏まえ、本研究では、以下の点を解

決すべき課題と捉えた。 

1. 動的タグ付けの自動化 

2. 利用帯域と遅延の抑制 

1 は、適切かつ網羅的なタグ付けが理想的である

という他に、想定していない新たな情報が与え

られた場合にも動的に処理出来る必要があるた

めである。2 は、情報自体の取捨選択をシステム

側に持たせて、必要十分な情報のみを通信する

仕組みが今後必要になってくるためである。 

 そこで、pub/sub モデルにおけるネットワーク

セントリックな手法を用い [4]、情報や処理の流

れに着目した情報基盤の検討を行った。 

Publisher セントリックな手法では、情報の関

連付けを情報提供者(Publisher)が行わなければ

ならないため、情報提供者のコストが高くなる。

また、情報提供者から複数の情報利用者

(Subscriber) への同一ないしは類似の情報が送付

されるため、ネットワーク帯域を必要以上に浪

費してしまう。また、Subscriber セントリック

な手法では、情報利用者が必要な情報の検索と

関連づけを行うため、情報利用者の負担が大き

い。加えて、情報利用者が検索を行った後に提

供された情報が情報利用者に届かないという大

きな問題がある。 

提案手法では、あらかじめ Publisher や

Subscriber によって登録されたルールに基づい

て、様々な Publisher から提供された情報を

Subscriber にとって必要十分な組合せにして、

Subscriber に届けるものである。主な手法とし

て、伝送される情報(XML などを用いて記述され

ることが多い)の内容と登録ルールに基づいて、

関連付けやフォーマット変換を行うもの

(content-based) と特定のトピックに対応するも

のをトピックに割り振られた仮想的なネットワ

ークを通して、トピックに関連する情報を必要

としている利用者に届ける手法(topic-based) が

ある。提案システムではその両方を用いている。

提案手法を用いることで、サービスやコンテン

ツを疎結合することが可能である。 
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2-1提案情報基盤の概要 

 
図 1 提案情報基盤の概要図 
 

 提案情報基盤では、基盤内の各システムの疎

結合のためにメッセージング・ネットワークを

利用する [4] [5]。 

Content-based Messaging や Topic-based 

Messaging を用いることで、サービスやコンテ

ンツの動的疎結合と動的経路制御をすることが

できる。これによって、伝送経路中でメッセー

ジに対して、そのメッセージの提供者や利用者

に応じて、様々な処理を行うことが容易に行え

るようになる。さらに、情報基盤内の各処理部

分を役割ごとに管理することが可能となり情報

源リストの動的管理や、ポリシーの変更などが

容易になる。 

 利用者や、情報源についての情報を用いてメ

ッセージに対して情報を追加したり、アクセス

権限に応じて削除したりするためにメッセージ

ングメディエーションを利用する。加えて、ア

クセスポリシーに基づいた情報の制御を行うこ

とができる [5]。これにより、情報基盤に対して、

ユーザー管理やアクセス制御などの機能を持た

せることが可能となる。なお、文字や音声、静

動画からなる情報は XML などを用いてメッセー

ジとして統一的に利用することができる。メッ

セージ化された情報については、メッセージン

グ・ネットワークで伝送される過程で、メッセ

ージング・ルータや各種ミドルウェアが動作す

るノード上でタグ付けされたり、タグの変更が

行われたりする。 

 提案手法では情報の格納に、情報間の複雑な

関係性の表現を実現するのに適したグラフデー

タベースを利用している。これにより、情報そ

のものに加え、情報同士の関係性を動的に管理

するのが容易になる。 [6] 

 提案手法では、グラフデータベースを用いて、

データの解析の対象となるタグと、情報のメッ

セージの関連づけを行う。これによって、デー

タの利用時に、複数のタグからの関連性を用い

てメッセージを検索することができる。メッセ

ージングメディエーションによって利用される

利用者や、情報源などのユーザーの情報や、ア

クセスポリシーなどの利用のためにレポジトリ

を用意する。これはリレーショナル・データベ

ースで構築される。レポジトリに用いるデータ

ベースは目的やシステムの規模、データの多様

性に応じて適切なものを用いることができる。 

 

3.まとめ 

 本報告では、動的関連付けのための情報基盤

として、多様な情報に対してその情報の内容や

登録日時などの周辺情報に応じたタグ付けを動

的に行うシステムをネットワークセントリック

な手法で構築するための検討を行った。処理部

による動的タグ付けの自動化、変換部での利用

形態に応じた形式変換、メッセージングメディ

エーションなどによる通信の効率化が見込める。 

 今後、マルチメディアな情報ソースに対応す

るための変換部作成のための仕様策定をはじめ、

各処理部間のメッセージの標準仕様の定義を行

う予定である。 
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